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Put 100+ Gigatonnes
of carbon back in 
its place
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⾃然由来ソリューション(NBS) の
プロジェクト例

現場に根ざしたカーボン
プロジェクト組成‧開発
チームが、20か国以上で
850以上のプロジェクト
を推進

市場対応

4⼤陸に拠点を置く40名
の政策専⾨家チームが
変化の激しいコンプラ
イアンス市場の規制動
向を的確に把握し、迅
速に対応

事業化

世界のカーボン市場の
約20%を創出および取
引を仲介しており、市
場を牽引し、⼤規模な
資⾦調達を促進できる
独⾃の⽴場を確⽴

南⽶Gran Chacoの⽣態
系再⽣プロジェクト

コロンビアのREDD+ モザンビークのREDD+ 

モロッコのアグロフォ
レストリープログラム

コロンビアの⽣物多
様性プロジェクト

組織とプロジェクト
開発

South Pole. 
The Climate 
Company
South Pole は、18年にわたる実績と専⾨知識を活かし、複雑かつ多岐にわた
るカーボンプロジェクトの開発‧実⾏を⽀援しており、地域の課題に特化し
た脱炭素化ソリューションを迅速に提供できる専⾨性を有しています。

ペルーの保全プロ
ジェクト

2006年
チューリッヒで
設⽴

2億トン
以上のCO2 排出量を
削減

専⾨家の拠点

30か国以上
さらに多くの国で
プロジェクトを実施

1,000
を超える企業の
脱炭素化を⽀援

South Poleについて 無断転載‧配布禁⽌
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気候変動対策コンサルティング

持続可能な未来に対
応するビジネスの構
築

● 事業活動がもたらす影響、機会、
リスクを把握し、報告

● ⽬標設定、ネットゼロ達成に向け
たロードマップの策定

● バリューチェーン全体での取り組
み、ステークホルダーとの連携

環境証書

インパクトをもたら
す環境プロジェクト
への資⾦提供

● カーボンクレジット

● 再エネ証書

● ⽣物多様性およびその他環境証書
やクレジット

プロジェクト開発コンサルティング

⼤規模な脱炭素化を
実現するための資⾦
調達

● 実⾏可能性の評価と⽅法論の
確⽴

● プロジェクトの設計、実⾏、
認証取得

● ボランタリークレジットまたは
パリ協定第6条に基づくクレ
ジットの流通

当社事業における3つの柱

South Poleについて 無断転載‧配布禁⽌
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No. 1 世界をリードするカーボン
プロジェクトの専⾨家

その他の
専⾨分野

● ⽣物多様性クレジット 
● プラスチッククレジット 
● 信頼性の⾼い主張

カーボン市場の先駆者として
South Poleは、すべての認証の
品質と検証可能性を確実にする
ために、多⼤な投資を⾏ってい
ます。

計画策定
市場の急速な変化に対
応し、将来性のある
ポートフォリオの構築

調達
信頼性の⾼いカーボ
ンクレジットおよび
環境証書の選択

投資
除去クレジットまた
はパリ協定第6条に基
づくクレジットの⻑
期的な確保

● 調達戦略策定

● ポートフォリオ構築

● ネットゼロ移⾏

● カーボンクレジット
（⾃然由来、技術由
来）

● 再エネ証書

● その他環境証書

● プロジェクトへの
直接投資

● 複数社での共同投資

世界的に
認められ
た認証

インパクトのあるプロジェクト
の厳選および投資

South Poleについて 無断転載‧配布禁⽌
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最⼤

2,000台

のディーゼルバスが
電動バスに切り替え
られる

世界初のパリ協定
第6条プロジェクト

約

60万トン
のCO2 排出量を削減

バンコクの

1,000万⼈
以上が、⼤気汚染改善の
恩恵を受けている

カーボンプロジェクト開発
ステークホルダーの能⼒構築

スイスとタイ政府は、パリ協定
第6条2項に基づくITMO（国際的
に移転される緩和成果）を活⽤
した気候プロジェクトの資⾦調
達を検討していましたが、その
ようなプロジェクトは過去に例
がありませんでした。

関係者すべての知識向上を⽀援するとともに、新たな制度設計
に基づき、スイスのKLiK財団によるバンコク市内のディーゼル
バス代替プロジェクトへの資⾦提供を実現しました。本プロ
ジェクトにより、最⼤2,000台のバスが電動バスに切り替えら
れ、最⼤60万トンのCO2e削減に貢献するとともに、同様のプロ
ジェクトの先例となることが期待されます。

課題 当社の役割

成果

モニタリング、報告、および
検証サポート

South Poleについて

無断転載‧配布禁⽌
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850以上
の気候プロジェクトを
20か国以上で実現

あらゆる種類のカーボン
市場とプロジェクト
タイプに関する

専⾨知識

プロジェクト例
プロジェクトの実現可
能性を評価し、最適な
⽅法論の策定

開発
プロジェクトを設計段
階から実⾏まで推進
し、カーボン市場で評
価される認証の取得

市場での取引
ボランタリークレジッ
トまたはパリ協定第6
条に基づくクレジット
の事業化

● 実現可能性評価 

● ⽅法論策定および選定

● プロジェクト設計

● 認証

● 規制への準拠

● 投資家の獲得

● クレジットの事業化

● 継続的なモニタリン
グ、報告、検証 
(MRV)

● パリ協定第6条
● CORSIA（国際⺠

間航空のための
カーボンオフ
セットおよび削
減スキーム）

● コミュニティ
● カーボン‧イ

ンセッティン
グ

● J-REDD
● 除去

⽯炭⽕⼒発電所廃⽌ 低炭素セメント製造
EV充電ネットワーク
構築

⼤規模な技術除去 パリ協定第6条

⼤規模な脱炭素化を実現する
ための資⾦調達

評価

South Poleについて 無断転載‧配布禁⽌
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5
社の創⽴バイヤー

100万トン
の認証済み⻑期炭素除去を
2025年までに達成

企業がネットゼロ⽬標を達成する
にはCO2除去が不可⽋ですが、⾼
品質な供給市場はまだ確⽴されて
おらず、初期参⼊が難しいのが現
状です。

South Poleと三菱商事が共同で運営するNextGenは、先進的なバイ
ヤー向けのプラットフォームです。信頼性と拡張性を備えた炭素除去
市場を構築し、創⽴バイヤーが安定した価格で、様々な技術による⾼
品質な炭素除去クレジット（CDR）ポートフォリオを構築できるよう
⽀援します。BECCS、バイオ炭、DACS、岩⽯⾵化促進法（ERW）、
製品鉱物化などの技術を投資対象とし、投資地域はグローバルに展開
しています。

多様な技術的CDR
ポートフォリオ
全体での平均価格
200⽶ドル/トン

信頼できる
炭素除去市場の構築

購⼊⽬標

11
の戦略的パートナー
およびポートフォリオ
パートナー

課題

成果

South Poleについて

無断転載‧配布禁⽌



当社顧客およびパートナー（⼀例）

⾮営利団体

カーボンプロジェクト⺠間企業

政府機関

⾦融機関

8 

South Poleについて 無断転載‧配布禁⽌
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業界を牽引するプロジェクト開発

排出削減技術と
認証経路に関する
広範な専⾨知識を

活⽤し、各プロ
ジェクトを包括的

に⽀援

120名以上のメン
バーの中からGIS

や林業などの専⾨
家チームおよび専
任のプロジェクト
マネージャーを各
プロジェクトに配

置して対応

イノベーション
チームによる、新
たなMRV技術およ
びデジタルプラッ
トフォームの開発

と応⽤⽀援

⼀気通貫のプロジェクト⽀援
プロジェクトの開始から終了まで、カーボンクレジット創出の
全過程においてプロジェクトに関わるステークホルダーと連携

70名以上の顧客
担当チームと連

携し、ポート
フォリオチーム
がクレジット供
給を⼀元的に調
整し、効率的な
提供体制を実現

取引、提供、
データ分析チー
ムによる、市場
動向と需要の精

緻な把握

カーボンクレジット
の提供

業界を牽引する⼤⼿企業との接点を確実に
するSouth Poleの⽐類なき市場シェア

プロジェクト初期の窓⼝
であるソーシングチーム
がプロジェクト成功に向

けた持続可能なパート
ナーシップ構築

柔軟な
ビジネスモデル

プロジェクトごとに
最適化された、個別対応型

ビジネスモデル

9 

South Poleについて 無断転載‧配布禁⽌



⼗全性の⾼いプロジェクト開発と実施

10 



クレジットの⼗全性を維持する：
カーボンクレジットの主要な認証機関とは

国/地⽅の制度 パリ協定第6条に
おける国家間移転

主要認証機関

11 

ボランタリー市場 コンプライアンス市場

⼗全性の⾼いプロジェクト開発と実施 無断転載‧配布禁⽌
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デューデリジェンス
および認証機関

South Poleでは、質の⾼いカーボンクレジット認証を徹底するため、
以下の国際基準を遵守しています。

これらの基準は、ICROA（国際炭素削減‧オフセット連合） によって
承認されています。

Verraが開発したVerified 
Carbon Standard (VCS) は、世
界で最も広く利⽤されている
⾃主的な温室効果ガス削減プ
ログラムであり、1,000以上の
プロジェクトがある。これら
のプロジェクトは、⼤気中の
炭素やその他の温室効果ガス
排出量を合計で2億トン以上削
減または除去している。

WWFによって設⽴された 
Gold Standardは、80以上の
NGOによって⽀持されてい
る。国連機関は、独⾃の炭素
緩和および持続可能な開発プ
ロジェクトの開発にGold 
Standardを使⽤している。
Gold Standardは現在、SDGs
の認証も⾏なっている。

Winrock Internationalの⾮営利
企業であるAmerican Carbon 
Registry (ACR) は、厳格で科学
に基づいたカーボンオフセット
基準と⽅法論の開発、および
カーボンオフセットプロジェク
トの登録、検証、監督、オフ
セット発⾏における運⽤経験に
おいて豊富な実績を有してい
る。

Climate Action Reserve (CAR) 
は、北⽶のカーボンオフセット
プロジェクトに対して⾼品質の
基準を確⽴し、独⽴した第三者
検証機関を監督している。ま
た、そのようなプロジェクトか
ら⽣成されたカーボンクレジッ
トを発⾏し、公的にアクセス可
能な登録システムにおいてクレ
ジットの取引を⻑期にわたるト
ラッキングを⾏なっている。

Social Carbon Standard は、カー
ボンオフセットプロジェクトの
社会的コベネフィットを強化
し、ステークホルダーの積極的
な参加を促進するために開発さ
れた。

Climate Community & 
Biodiversity Standard (CCBA)
は、⼟地ベースの炭素削減活動
を促進することを⽬的とした
NGOのパートナーシップで、
VCSの追加認証ラベルである。

CCBA

ICROA 承認のカーボンクレジット認証基準と認証ラベル

⼗全性の⾼いプロジェクト開発と実施 無断転載‧配布禁⽌
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実在すること
プロジェクトが実施さ
れたことが証明済み

追加性
プロジェクトによる排
出削減や吸収は、通常
の事業活動や規制など
で⾃然に達成されるも
のではなく、プロジェ
クト固有の介⼊によっ
てのみ達成

測定可能性
信頼できる排出量の
ベースラインに対し
て、認知された測定
ツールを⽤いて定量化
可能

独⽴した検証
独⽴した第三者検証機
関による、排出削減が
実際に発⽣したことの
検証

永続性
隔離または回避された
排出量が、(⼤気への
再放出などの) 逆転に
対して耐久性を持ち、
少なくとも100年間に
わたり恒久的な排出削
減と除去

唯⼀無⼆
1トンの CO2eの削減ま
たは除去に関連付けら
れるカーボンクレジッ
トは 1つだけであり、
プロジェクト間または
政府のGHGアカウント
間で「⼆重カウント」
されていないこと

カーボンプロジェ
クトとして認定さ
れるための要件

⼗全性に関する原則： 
排出削減量は右記の基準を
すべて満たす必要がある

⼗全性の⾼いプロジェクト開発と実施 無断転載‧配布禁⽌



カーボンクレジット供給側の信頼性向上:
市場主導のイニシアチブが、認証基準の迅速な進歩を促進

ICVCM & VCMI CCQI

14 

ICROA

Supported by Supported by Supported by

14 

⼗全性の⾼いプロジェクト開発と実施 無断転載‧配布禁⽌
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Emissions 
impact

Governance

Sustainable 
development

1. Additionality 
2. Permanence
3. Robust quantification of ERs  & 

removals
4. No double counting

5. Effective governance
6. Tracking
7. Transparency
8. Robust independent third party 

validation and verification

9. Sustainable development 
benefits and safeguards

10. Contribution to net zero 
transition

出典： ICVCM. https://icvcm.org/the-core-carbon-principles/

ICVCM: 
コアカーボン原則 
(CCP)
ICVCMによって開発されたCCPは、情報開⽰と持続可能な開
発の厳格な基準を設け、⼗全性の⾼いカーボンクレジットの
新たな国際基準となるものです。CCPラベルの仕組みは、以
下の通りです。

● 認証設定機関は、⽂書と⽅法論をICVCMに提出する
必要がある。

● ICVCMは認証機関と⽅法論の両⽅を評価するが、
個々のプロジェクト評価は⾏なわない。

● 認証機関と⽅法論の両⽅が評価基準を満たすと、認
証機関のレジストリにおいて、CCPラベルが発⾏さ
れる。

● 認証機関が評価基準を満たすと、CCPラベルの認定
を受けた認証機関として承認される。

ICVCMは、2024年第1四半期に、⾼信頼性コアカーボン原則 
(CCP) に適合する認証機関としてVerra、ART、VCS、ACR、
CAR、Gold Standardを承認しました。

排出への
影響

ガバナンス

SDGsへの
貢献

1. 追加性
2. 永続性
3. 排出削減と除去の頑健な定量化
4. ⼆重計上回避

5. ガバナンス
6. トラッキング
7. 透明性
8. 頑健で独⽴した第三者機関に

よる妥当性確認と検証

9. 持続可能な開発への便益と
セーフガード

10. ネットゼロ移⾏への貢献

⼗全性の⾼いプロジェクト開発と実施 無断転載‧配布禁⽌

https://icvcm.org/the-core-carbon-principles/


⾃然由来ソリューション (NBS)

16 
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⾃然由来
森林‧農業

技術由来
エネルギー‧産業

co
2

co
2

CO
2

CO
2

炭素回避

炭素除去

CO
2

CO
2

CO
2

 C
O

2

回避と除去の両⽅

co
2

 C
O

2

プロジェクトの種類

17 

森林保護: 森林破壊の回避は、⼟地管理
の維持につながり、結果としてCO2 排出の
回避につながる

⼟壌炭素: ⼟地管理の変更により、⼟壌
炭素含有量が維持または増加する

湿地（ブルーカーボンを含む）：
⾼炭素密度の嫌気性⽣態系を回復または
構築する

植林‧森林再⽣：樹⽊の成⻑は⼤気中
のCO2を吸収する

バイオ炭：バイオマス原料を⾼温で加熱
することで炭化させ、バイオ炭として⼟
壌に施⽤することで炭素を⼟壌に閉じ込
める

再⽣可能エネルギー: 化⽯燃料の発電
所を新たな再⽣可能エネルギーのプロ
ジェクトに置き換える

クックストーブと浄⽔: 薪の直⽕を⾼
効率のクックストーブ（調理⽤コンロ）
に置き換えて調理または⽔を沸騰させる
ことで、エネルギー使⽤量を最⼤80%削
減する

Direct Air Capture: ⼤気中のCO2を回収
し、地中に貯留する

CO2から耐久性のある炭素へ: CO2は⼤
気から除去され、⻑寿命の材料に結合さ
れる

⾃然由来ソリューション (NBS) 無断転載‧配布禁⽌
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植林、再植林、
植⽣回復 (ARR)

⼟壌炭素
 (Soil carbon)

森林破壊と劣化か
らの排出削減 

(REDD+)
改善された森林

管理(IFM)

⾃然由来ソリューションの例

ブルーカーボン

計画的、または偶発的な森林
破壊を防ぐ取り組み。REDD+
プロジェクトの実施により、
森林状態の維持を確実にす
る。「森林保全」と同意

通常の事業活動による排出量
を削減するため、または伐採
された地域を保護して炭素貯
留量を増加させるため、商業
プランテーションの森林管理
を改善する

植林は樹⽊を植えることで、
⾮森林地域を新たな森林に変
えるもので、再植林は劣化し
た森林地域に樹⽊を植えて森
林を復元する

被覆作物の導⼊や耕うん削減
など、多様な農業‧⼟地管理
⼿法を活⽤し、⼤気中のCO2
を有機炭素として⼟壌に蓄え
る

マングローブ、塩性湿地、ア
マモ、場合によってはマクロ
藻類といった沿岸海洋⽣態系
を活⽤し、これらの⽣態系に
よる炭素捕捉量を増加させる

⾃然由来ソリューション (NBS) 無断転載‧配布禁⽌
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コベネフィット（多⾯的効果）
● ⽣物多様性の保全
● 雇⽤機会の増加を含む地域社会の⽣活向上
● 多くのSDGs項⽬達成
● バイオ炭- ⼟壌の健全性と農業⽣産性の向上

レジリエンス（回復⼒）
● 異常気象などの気候変動の影響下における⽣態系と

地域社会のレジリエンス向上
費⽤対効果

● 技術除去と⽐べて低コストかつ拡張可能

各ソリューションの強みと弱み

19 

永続性/可逆性
● 森林⽕災や洪⽔などの⾃然災害に脆弱（貯蔵された

炭素が⼤気中に再放出される可能性あり） 
追加性

● プロジェクトによって得られる炭素隔離が、本来⾃
然に起こるはずの量を超える「追加性」を⽰すこと
の難しさ

● 森林保全 - ベースラインの設定が難しい場合あり
⻑い時間軸での開発

● 通常クレジットの発⾏まで3〜5年

測定可能性
● 技術由来のプロジェクトでは、⾃然由来に⽐べて

炭素削減量の測定‧検証が容易
追加性

● 新しい技術を含むプロジェクトの場合、追加性を
証明するのが容易

短い時間軸
● エネルギー効率のようなプロジェクトの場合、最

初のクレジット発⾏まで1〜3年
● デジタルMRV活⽤可能 - 実装が迅速

⾼い投資コスト
● CCSやDAC のような先端技術は多額の初期投資が必

要
限られたコベネフィット

● ⾃然由来ソリューションと同じ範囲のコベネフィッ
トを提供しない可能性あり

● 通常、⽣物多様性の保全には影響なし
エネルギー消費

● 技術プロジェクトの中には、エネルギーを⼤量に消
費するプロセスにより排出増加のリスクあり

強み

弱み

⾃然由来ソリューション 技術由来ソリューション

⾃然由来ソリューション (NBS) 無断転載‧配布禁⽌
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REDD+とは何か、なぜ重要なのか

森林破壊と森林劣化からの排出削減 (REDD+)
および開発途上国における森林の保全、持続可能な管理、
森林炭素蓄積量の増加

重要性
世界中で進⾏する森林破壊と森林劣化は、年間の温室効果ガス排出
量の最⼤10%に寄与しており、2030年までに実現可能な費⽤対効果
の⾼い温室効果ガス削減量の約23%を占めています。

この⽬標を達成するには、森林保全活動への⼤規模な新規資⾦投⼊
が不可⽋です。REDD+は、森林を伐採せずに維持することの経済的
価値を⾼めることで、この資⾦の流れを促進します。

出典：Conservation International, 2024 出典：WRI, 2018

排出削減 排出除去
森林劣化 森林破壊

⾃然由来ソリューション (NBS) 無断転載‧配布禁⽌

https://www.nature.org/content/dam/tnc/nature/en/documents/TNC_Article_6_Explainer.pdf
https://www.wri.org/insights/numbers-value-tropical-forests-climate-change-equation#:~:text=Tropical%20forests%20are%208%20percent,through%20forest%20growth%20and%20restoration.
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● REDD+プロジェクトは⺠間事業者が中⼼と
なって開発‧実施される⼀⽅、J-REDD+プ
ログラムは国や準国（例：州、県、地域）
などの政府機関が実施主体となる。
J-REDD+は、プロジェクトよりも⼤規模な
ためプログラムとして区別される。

● J-REDD+クレジットは、ボランタリー市場
とコンプライアンス市場の両⽅で使⽤で
き、パリ協定第6条クレジットやCORSIA市
場でも利⽤可能。

● カーボン市場は、森林破壊対策として、
REDD+のような個別プロジェクトの⾰新と
J-REDD+のような⼤規模な取り組みの両⽅
を必要としている。

● 2022年、ガイアナは、 TREES (The REDD+ 
Environmental Excellence Standard) におけ
るHFLDアプローチ（森林被覆率が⾼く森林
減少率が低い地域を対象としたクレジット
発⾏⽅法）を使⽤して、 ARTレジストリで
J-REDD+クレジットを発⾏するプロセスを
完了した最初の国となった。

管轄 (Jurisdictional) 
REDD+ またはJ-REDD+
は、森林破壊と森林劣
化からの排出量を削減
するための国または準
国の⼤規模プログラム
を指す

J-REDD+とは
何か、なぜ
重要なのか

Existing J-REDD+ programs

出典：FCPF & ART registry

ARTレジストリ参加国/準国

⾃然由来ソリューション (NBS) 無断転載‧配布禁⽌

https://www.forestcarbonpartnership.org/
https://art.apx.com/myModule/rpt/myrpt.asp?r=111


NBSプロジェクト例
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Learn 
more

23 

To learn about the Sustainable Development Goals verified by the standard 
for this project, please check the project’s registry link.

バルボサ森林再⽣
コロンビア

本プロジェクトは、アンティオキア州バルボサにおいて、
在来種と外来種の樹⽊の再植林を通じて、コロンビアのア
ブラ渓⾕における⽣物多様性の保全と⽔資源の保護に貢献
している。植栽、施肥、間伐などの植林活動は、地域社会
に雇⽤を創出するとともに、周辺の村で利⽤される⽔資源
の⽔質改善や、近隣の⼩流域保全にもつながっている。

森林破壊の回避と⽣態系の保護

森林再⽣
認証リンク

本プロジェクトがどの持続可能な開発⽬標（SDGs）に貢献しているか
については、レジストリのリンクでご確認いただけます

NBSプロジェクト例 無断転載‧配布禁⽌

https://registry.goldstandard.org/projects/details/520
https://registry.goldstandard.org/projects/details/520
https://www.southpole.com/projects/barbosa-forest-restoration


Learn 
more

24 

To learn about the Sustainable Development Goals verified by the standard 
for this project, please check the project’s registry link.

劣化した⼟地の再⽣
コロンビア

ジャガー回廊は、アメリカ⼤陸最⼤の⼤型ネコ科動物の分
断された⽣息地を再接続する、壮⼤かつ意義深い取り組み
である。本プロジェクトは、これらの美しい動物たちの⽣
息地を再⽣し、それによって⽣態系全体と地域社会に様々
な恩恵をもたらすことを⽬的としている。活動内容には、
代替的な⼟地管理慣⾏や責任ある消費の促進、多様な収⼊
源と安定した雇⽤の創出などが挙げられる。

森林破壊の回避と経済の活性化

認証リンク
森林再⽣ 本プロジェクトがどの持続可能な開発⽬標（SDGs）に貢献しているか

については、レジストリのリンクでご確認いただけます

NBSプロジェクト例 無断転載‧配布禁⽌

https://registry.goldstandard.org/projects/details/629
https://registry.verra.org/app/projectDetail/VCS/1769
https://www.southpole.com/projects/restoration-of-degraded-lands-in-jaguar-corridors-colombia
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To learn about the Sustainable Development Goals verified by the standard 
for this project, please check the project’s registry link.

カメルーン

カメルーンの密林地帯、ブンバ‧エ‧ンゴコ森林に位置す
るブンバ‧エ‧ンゴコ森林保全プロジェクト（FCBN）
は、約38,309ヘクタールに及ぶ計画的な伐採活動を停⽌
し、⽣態系を保全するとともに、⽊材伐採に伴う排出量を
回避することを⽬的としている。この伐採停⽌を通じて、
温室効果ガス排出量の削減だけでなく、⽣物多様性の保
全、違法伐採、植物病害、⼭⽕事といった様々なリスク軽
減を⽬指している。

伐採の防⽌と森林の保護

Boumba-et-Ngoko 
森林保全

認証リンク

Image is illustrative. Image credits: Jonatan Lewczuk 

ON REVIEW - 2024

Confidential. Do not distribute.

IFM 本プロジェクトがどの持続可能な開発⽬標（SDGs）に貢献しているか
については、レジストリのリンクでご確認いただけます

NBSプロジェクト例 無断転載‧配布禁⽌

https://www.southpole.com/en/projects/boumba-et-ngoko-forest-conservation
https://registry.verra.org/app/projectDetail/VCS/2897


Learn 
more
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To learn about the Sustainable Development Goals verified by the standard 
for this project, please check the project’s registry link.

スイス

⽜の腸内発酵によるメタン排出は、地球全体の温室効果ガス
排出量の約3%を占める重⼤な環境問題である。Mooh協同組
合プロジェクトは、スイスの酪農家と協⼒し、⽜の飼料に
エッセンシャルオイルから作られた天然飼料添加物Agolin®を
含めることで、メタン排出量の削減に挑んでいる。2022年に
始まったこの取り組みは、排出量削減と持続可能な農業慣⾏
の推進の両⽴を⽬指し、スイスで初めてVCS認証を受けたプ
ロジェクトの⼀つである。

スイスの酪農場におけるメタン排出量の
抑制

Mooh Cooperative Grouped
（乳業組合）

認証リンク

Image is illustrative and may not be 
representative. Image source is unknown

飼料添加物 本プロジェクトがどの持続可能な開発⽬標（SDGs）に貢献しているか
については、レジストリのリンクでご確認いただけます

NBSプロジェクト例 無断転載‧配布禁⽌

https://registry.verra.org/app/projectDetail/VCS/2751
https://www.southpole.com/en/projects/mooh-methane-reduction
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Testimonials

久保 待⾹
Managing consultant, Climate Advisory

m.kubo@southpole.com
バンコク

Offices and representations worldwide:
Amsterdam, Bangkok, Beijing, Bogotá, Brussels, Hanoi, Jakarta, London, Madrid, Medellín, Melbourne, 

Mexico City, Milan, New Delhi, New York, Paris, Singapore, Stockholm, Sydney, Tokyo, Zurich.

連絡先
無断転載‧配布禁⽌
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